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6 CYl非切除胃癌におけるSecondlook

l叩arOSeOPyの有用性についての検討
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今回,腹膜播種の治療効果判定のためsecond

looklaparoscopy(SIエ)を導入しその有用性につ

いて検討した.

2005.2月～2008.5円までの初回手術時にPl

またはCylでバイパス術または審査腹腔鏡のみ

を施行された25症例のうち,3ケ月以上の治療期

間で画像検査上,治癒切除不能因子を認めない平

均年齢60.8歳の9症例 (男8,女 1)にSI上を施

行した.

初回手術からSLLまでの期間は,中央値が6.3

カ月 (3.8-12.9)であった.結果はPlまたは

Cylが6例,poCyOが3例であった.同3例に対

し原発切除を施行し化学療法を中止した.2例は

SLLの早期介入例であった.現在,1例に腹膜再

発を凍たし化学療法を再開している.

以上よりSLLの時期については早期介入の検

討が必要であると考えられた.また原発切除可能

例に対し化学療法を追加するかば今後症例の蓄積

による検討が必要と考えられた.

7 SiewermypeⅡ食道胃接合部腺痛のリンパ

節転移に関する臨床病理学的検討
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正目約㌢食道 書胃接合部痛の1)ンパ節転移の実

態と予後を明らかにする.
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E対象と方法】2007年までに新潟大学病院で完

全切除されたSiewerttypeI王食道胃接合部腺癌患

者 123名の組織学的リンパ節転移と予後を臨床病

理学的に分析した.

【結果】深速度別のリンパ節転移率は,Tlが

0%,T2が50.0%,T3が90.0%,∵r4が87.5%で

あった. 1)ンパ節転移陰性例の 5年生存率は

85.2%,陽性例のそれは35.8%であった.下縦隔

郭滴が69名に行われており,下縦隔リンパ節転

移率は,Tlが0%,rr2が66.70/0,T3/4が92.5%

であった.下縦隔リンパ節転移は食道浸潤長2cm

を超えるもので40%,腺癌中心が食道側に存在

するもので50%であった.下縦隔リンパ節転移

陽性13名の5年生存率は23.1%であった.

【結語】Tl食道胃接合部腺癌リンパ節転移率も

低く,内視鏡治療や縮小手術も可能と思われる.

-方,T2以潔の腺癌ではリンパ節転移率も高く,

予後不良となる.
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【背景】進行胃癌,リンパ節転移陽性胃癌に対す

るⅠ_ADGの適応は不明である.

【目的】進行癌,リンパ節転移例にuiDGがど

こまで適応可能か検討する.

【方法】当科では 2002年 4月よりLADG

(Dl+α/勘 D2部活)を導入し,現在までに
265例に施行した く観察期間中央値540日).これ

らの症例のリンパ節郭清個数および再発率を,鷲

景因子 ･観察期間のほぼ等 しい開腹胃唖全摘

(ODG)と比較し,LADGが進行胃癌やリンパ節

転移例に対してどこまで適応可能か検討した.

E結果】lADG群 (n-265)とODG群 (n-
137)のリンパ節部位別部活個数はDl+α相 リ
ンパ節 (#且,3,軸,4sb,5,6,7,8a,9)で両群

間に差を認めず,また,llp,12a昌4Vリンパ節郭


